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中国語学科学生対象 

【質問事項】①演壇に立った時の感想を教えてください。／暗唱大会への出場動機。 

②この大会には、どんな準備をして臨みましたか。練習のコツや秘訣。 

③中国語を専攻／履修しようと思った理由を教えてください。 

④将来の目標や予定、進路希望などが決まっていますか。 

優勝 新子 千恵さん ①本番では緊張しました。 

②音声ファイルを 50 回ほど聴いて練習を積み重ねました。

③日本語以外で、中国語に高い需要があるので選びました。

④日本と中国二国間の交流の場で活躍したいです。 

第二位 大塩 那央さん 

徳永 恵莉さん 

①緊張しました。最初から 4 番目と 5 番目に暗唱したので、

他の人の影響を受けずにマイペースで出来ました。 

②先生に発音指導をしてもらいました。（関先生） 

③何となく中国語を専攻しました。 

④春学期の短期留学で蘇州へ行きます。 

健闘賞 信吉 織絵さん 

盛田 美由紀さん 

①緊張しました。前で椅子に座って出番を待っている時。

②関先生に暗唱をきいてもらって練習しました。 

③中国が発展しているので中国語を選びました。 

④中国語検定をがんばりたいと思っています。／日常会話

が出来るようになりたいです。 

 

エキスパート履修学生対象 

最優秀 

エキスパート賞 

中村 友美さん ①緊張しました。 

②授業中に先生が読むので、ここまで発音できるよ

うになりました。 

③司法外国語プログラムに参加しているからです。

エキスパート賞 則竹 弘貴さん ①暗唱大会は先生にすすめられて参加しました。 

②先生に発音指導してもらいました。 

③司法外国語プログラムをとっています。 

審査委員長 

奨励賞 

三宅 匠さん ②どうせやるんだったら、上を目指そうと思った。

先輩や他の先生にも教えてもらった。 

③司法外国語プログラム。 

④中国語を使える言葉にしたい。 

インタビュー：大村、文責：中川 


